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Vol.65 平成２９年１月 

灯油の流出事故を防ぎましょう 石巻市夜間急患センター開所 

所長挨拶 

【油流出事故を防ぐために】 

・給油中は目を離さない 

・給油後はバルブを確実に閉める 

・灯油タンクや配管の腐食，亀裂を確認 

・灯油の異常な減少がないか，残量を確認 

「復興支援ニュース」をいつもご愛読頂きありがとうございます。東日本大震災で被災された皆様に「保健や福

祉，環境」に関する情報をお届けしてまもなく６年が経過し，今回で６５号を数えることになりました。今となっ

ても，多くの皆様方が仮設住宅での生活を余儀なくされ，また，復興住宅に転居された皆様の中にも，新たな課題

や問題を抱えている方がいらっしゃるのではないかと存じます。 

大震災を境に生活環境が激変した中で，県の保健福祉事務所として，できるだけ被災された皆様方の思いに寄り

添いながら，行政サービスの提供に努めてまいりましたが，今後も皆様のニーズを踏まえて，市や町としっかりと

連携して復興・復旧に取り組んでまいります。 

村井知事は，年頭の記者会見で，今年を表す文字を「結」として，良縁を結ぶ一年にしたいとお話されています。 

この「復興支援ニュース」も皆様と当事務所をしっかりと「結ぶ」ツールとして，皆様の生活に少しでもお役に

立てる情報を分かりやすく，見やすい紙面でお届けしてまいりたいと考えております。 

 本年もよろしくお願いします。 

                              東部保健福祉事務所長 高橋 剛彦 

 

東日本大震災で被災し，仮設施設での診療を続けて

きた石巻市夜間急患センターが，１２月１日（木）に

新築移転先の石巻赤十字病院の敷地内で開所し，それ

に先立ち，石巻赤十字病院災害医療研修センターで開

所式が行われました。 

夜間急患センターは，主に来院可能な初期救急患者

を受け入れ，重篤患者を診る石巻赤十字病院救命救急

センターとすみ分けを図りますが，両センターは連絡

通路で繋がれており，症状が急変した緊急時には連携

して対応します。 

 今後，石巻圏域の初期救急医療の拠点として，石巻

赤十字病院救命救急センターとともに切れ目のない

救急医療を提供していくことになります。 

 
【開所を祝ってテープカットする関係者】 

 

冬季は，家庭や事業所で灯油の利用が多くなること

などから，河川や海への油流出事故が増加します。 

油の流出は，火災の原因になるほか，河川等の水質

汚濁を引き起こし生態系や農作物などに悪影響を与

えるおそれがあります。また，河川に油が流出した際

の回収，処理作業には多額の費用がかかりますが，そ

の費用は油を流した方の負担となります。 

県民・事業者の皆さまには，油流出事故の発生防止

のために，下記のことに気をつけていただくようお願

いします。 

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%83%95%e3%83%aa%e3%83%bc%e7%b4%a0%e6%9d%90%e3%80%801%e6%9c%88&view=detailv2&qpvt=%e3%83%95%e3%83%aa%e3%83%bc%e7%b4%a0%e6%9d%90%e3%80%801%e6%9c%88&id=CA2E00683790544D817B7506590D3CE61B97C9DD&selectedIndex=18&ccid=zH9qWNOT&simid=608042339614002426&thid=OIP.zH9qWNOTsfT7pihltc9sEAEfEs
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若年性認知症は１８～６４歳で発症する認知症で，全国で約３万８千人と推計されています。石巻地域

では約９０人，またその半数が６０歳以下であると推計されます。特に，６０歳以下の発症では就労上の

課題が報告されています。 

１２月７日（水）に石巻合同庁舎で若年性認知症の方の就労を考える認知症地域ケア推進研修会を開催

しました。居宅介護支援事業所や地域包括支援センター，市町等から約７０名の参加がありました。 

「若年性認知症の方の働くことをめぐる現状～本人・家族の思いを中心に～」として，東松島市地域包

括支援センターの介護予防指導員の浅見大紀さんに講演いただきました。浅見さんからは臨床心理士とし

て大学病院で若年性認知症の方の支援に携わられた経験を踏まえ，事例を通しながら，「就労は実際に生

活していくため，またＱＯＬ（生活の質）の維持・向上を図るためには必要」「本人の話を聴き，困って

いることや必要としていることを把握した上で就労支援を考えていくことが大切」「若年性認知症のみな

らず認知症全般の啓発が必要」等とお話しいただきました。 

最後に，若年性認知症の方の就労支援機関であるハロー

ワーク石巻，ハローワーク迫，石巻地域障害者就業・生活

支援センター，障害者就業・生活支援センターゆいより事

業所の紹介があり，「相談があれば協力していきたい」と

心強い言葉をいただきました。 

国が示す新オレンジプラン(認知症施策推進総合戦略)

では，「若年性認知症施策の強化」が柱の一つです。当所

では引き続き，関係機関と連携し，若年性認知症施策に取

り組んでいきます。 

 【講演している浅見氏】 

 

 

 

 

眠れない，気分が落ち込む，アルコ

ールがやめられない，家族が引きこも

っている…などでお悩みの方に，当所

では「こころの相談」を行っています。

まずは，当所保健師にご連絡ください。 

※事前予約制（☎0225-95-1431） 

 

内 容 相談日 場 所 

精神保健福祉相談 

１月１９日（木） 北上保健センター 

２月１４日（火） 東松島市役所 

２月２３日（木） 女川町保健センター 

アルコール関係相談 
１月２０日（金） 

県石巻合同庁舎 
２月１７日（金） 

思春期・引きこもり相談 
１月１７日（火） 

県石巻合同庁舎 
２月 ８日（水） 

若年性認知症についての研修会 開催 

心の相談のお知らせ 

問い合わせ先 

ご意見，ご感想をお寄せください！ 

宮城県東部保健福祉事務所 復興支援情報発信チーム 

HP：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-hc/ 

Te l：0225-95-1416（代表） F ax：0225-94-8982 

 

 

 

 


